
1

異常気象分析体制の概要
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１．官学連携による異常気象分析体制の構築
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異常気象に関する情報作成の現状

気象庁

定期的な監視・解析
定期報告物：月の天候のまとめ、気候系監視速報、

気候変動監視レポート、異常気象レポート

災害時自然現象報告書

規模？要因？温暖化との関係？
都市化との関係？見通し？

報道発表天候情報

異
常
気
象
発
生

取材対応

大学・研究機関

科学論文異常気象に関連する研究

関係機関

官学連携による情報改善
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異常気象分析検討会

データと分析ツー
ルの共同利用、
現状認識の共有

大

学

・
研

究

機

関

異常気象に関
わる科学的知
見に基づくコメ
ント、分析ツー
ルの高度化に
関する提言

臨時会合
（参集/オンライン）

異常気象分析、見解検討

定期会合

年間活動のまとめ、分析事
例の精査、異常気象分析
ツールの改善等の検討

異常気象発生

気

象

庁

異常気象発生後、
早期に的確な情報発表

異常気象レポート等にお
いて定期的に情報提供

官学連携による異常気象分析体制

観測・予測データ、
分析ツールなど
を用意、気候系
監視に関する定
期的な情報提供

異常気象分析ツール
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２． 異常気象分析検討作業の内容

• 異常気象分析検討会で対象とする現象

• 検討開始のタイミング

• 異常気象分析検討の流れ

• 異常気象の要因に関する情報の例
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検討対象

• 平成16年の猛暑、平成18年豪雪、今年の暖冬など

のように、大気大循環の異常が主要因で、比較的
長期（２週間程度）にわたって持続した異常気象を
分析検討の対象とする。

（なお、台風・集中豪雨・突風など短期間・短時間
の現象についても、これら現象発生の背景としての
大気大循環の変動、地球温暖化等との関連につい
て、必要に応じて、検討会委員の助言を求める。）
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2001年以降の主な異常気象

年 対象事例 主な社会的影響など

平成13年
（2001年）

東・西日本の高温・少雨（7～8月） 給水・取水制限など、熱中症多発

平成14年
（2002年）

北日本の低温・寡照（8月）、西日本・東海
地方の高温・少雨（8～9月）

西日本で取水制限など

平成15年
（2003年）

北・東日本の低温・寡照（7～8月） 低温と日照不足による農業被害総額
4000億円弱

平成16年
（2004年）

東日本・西日本の高温・少雨（7月）
集中豪雨・台風の影響多発（夏～秋）

台風上陸数10個で第1位、夏平均気温
21地点で高温記録（タイ記録含む）

平成17年
（2005年）

全国の低温・大雪（12月） 平成18年豪雪、
雪に関係する死者152名

平成18年
（2006年）

東・西日本の多雨・寡照（7月） 平成18年7月豪雨、死者・不明30名

平成19年
（2007年）

平成18/19年冬の高温・少雪
冬の日本平均気温(17地点平均)、統

計開始以来第1位の高温
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検討開始のタイミング

①全国規模で「記録的」（月・季節平均の気
温、降水、日照時間、積雪などの記録更
新や顕著な現象が連日２週間程度継続
する）となるような異常気象が発生すると
判断された場合。

かつ

②①の異常気象が社会的に大きな影響を
及ぼすと判断された場合。
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異常気象分析検討の流れ

• 異常気象分析ＷＥＢやメーリングリストを用い
た定期的な情報提供

• 異常気象発生または発生の見込み

• 要因分析作業の開始のお知らせ

• メーリングリストによる情報交換強化

• 要因見解素案の提示

• 異常気象分析検討会による検討

• 要因見解発表
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気象庁（気候情報課）

異常気象分析検討会委員

異常気象共同分析WEBを用いた定

期的な情報提供

○気候系監視図

（地上実況、大気・海洋・陸面状態の
監視図）

○半旬・月・季節ごとのまとめ

○気候系トピックスなど

○メーリングリストによる情報交換

異常気象共同分析WEB等を用いた分析・コメント

要因見解
素案作成

要因分析
作業開始
のお知らせ

定常的な気候
系監視業務

異
常
気
象
発
生

要因分析
作業開始

要因見解素
案の提示

メーリング
リスト等に
よる情報交
換強化

異常気象分析検討会（参
集/オンライン）による要
因素案の検討

要因見解
成案

要
因
見
解
発
表

異常気象分析検討の流れ（模式図）
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気
象
庁
（
気
候
情
報
課
）

異常気象共同分析WEBを用いた

定期的な情報提供

○気候系監視図
（地上実況、大気・海洋・陸面状態
の監視図）

○半旬・月・季節ごとのまとめ

○気候系トピックスなど

○メーリングリストによる情報交換

異常気象共同分析WEB等を用いた分析・コメント

要因分析
作業開始
のお知らせ

定常的な気候
系監視業務

要
因
分
析

作
業
開
始

要因見
解素案
の提示

メーリング
リストによ
る情報交
換強化

異常気象分析検討
会（参集/オンライ
ン)による要因素案

の検討

要
因
見
解

成
案

要
因
見
解
発
表

異常気象分析検討の流れ（例：平成18年豪雪）

異常気象
発生

要
因
見
解

素
案
作
成

１１月 12月 1月

異
常
気
象
分
析
検
討
会
委
員
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異常気象の要因に関する情報の例
（平成18年１月25日 気象庁発表）
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３．異常気象分析

• 異常気象分析ＷＥＢ

• 検討会委員による分析の提供例

• メールや分析ツール等を用いた検討
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異常気象分析ＷＥＢ

①気象庁担当職員、異常気象分析検討会委員等が、共同して
異常気象分析を行うための、異常気象に関する気候系監視
のポータルサイト。

②気象庁ＨＰで一般公開している資料のほか、異常気象の分
析に必要な、大気・海洋・陸面状態とその予測に関する図
表類、統計的な分析ツールを含む。

③図表類や分析ツールに用いる主なデータは、
地上実況 ：地上気象観測値
大気解析値：長期再解析（JRA-25/J-CDAS）
海洋解析値：全球海面水温解析（COBE-SST）、

海洋内部データ（ODAS）
衛星観測値：外向き長波長放射（OLR）、

SSM/Iによる積雪解析値等
予測値 ：１か月アンサンブル数値予報データ
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検討会委員による分析の提供例

○ベンガル湾付近の対流活動（大気加熱）の大気循環との関係は？

⇒ ベンガル湾付近の大気加熱に対する大気の線形応答（北大渡部助教授（当時）の協力）
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異常気象の監視・把握
冬型の気圧配置が続いて大雪と異常低温となっています。
冬季東アジアモンスーンに詳しいＡ先生、その理由は？ 関連する大気の異常の

特定（偏西風の蛇行）
過去にないような偏西風の異常な蛇行が原因の
ようだ。偏西風に詳しい専門のＢ先生、その要因
は？

気象学的な診断によ
る要因の推察
偏西風蛇行はベンガル湾での非常に盛ん
な積雲対流活動に伴う大気加熱が関係し
ているようだ。気象力学のＣ先生どう思いま
すか？

数値シミュレーションによ
る要因の確認
ベンガル湾での加熱に対する大気の応答を数値実
験してみたら、確かに偏西風の蛇行がシミュレートさ
れました。でも熱帯の積雲対流活動が活発な理由は
わかりません。Ｄ先生どう考えますか？

違う観点か
らの要因の
再検討
赤道太平洋ではラニー
ニャ現象が発生している
ようだが、その場合には
ベンガル湾で積雲対流活
動が活発になりやすい。
でも、ラニーニャ現象自体
はあまり強くないので、こ
んなに強い積雲対流活動
は不思議だ。

また、これまでの議論で
はシベリア高気圧が強い
理由はよくわからない。も
う少し全球的な視点から
の検討が必要では。

見解案作成
今までの議論を整理し
て、見解の原案をまとめ
てみます。

低高

年

対流

海面気圧と風

偏西風の蛇行の強さの経年変化

対流

積雲対流活動とそれによる偏西風の蛇行

偏西風の蛇行の数値シミュ
レーション

海面水温偏差

メールや分析ツール等を用いた検討
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４．今後の予定と課題

・６月：異常気象分析ＷＥＢ運用開始

（検討会委員に対する情報提供を開始）

・2月ごろ：定期会合

・必要に応じて会合を開催

今後の予定

課題 分析資料の充実

検討会の下に部会を設置して検討
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異常気象分析作業部会の設置について

構成：大学・研究機関等の専門家 １０～２０名

任務：

１ 異常気象分析資料の作成支援

２ 異常気象分析ツールの改善に係る助言
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